






























─  大学1年次学生の実態調査  ─
On the Reading Music Ability of the Students in the Course for Training 
of Nursery or Elementary School Teachers
― Survey on the Actual Condition of University First Year Students ―
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本学子ども発達教育学科 2018 年度入学生 69 名（男性 26 名，女性 43 名）を対象とする。
（2）　手続き





1 － 1．大学入学までにどの程度ピアノが弾けたか。4 項目のうち 1 つを選択：
①バイエル程度　②ブルグミュラー程度　③ソナチネ程度　④ソナタ以上
1 － 2．ピアノを習っていた期間。5 項目のうち 1 つを選択：① 1 年未満　② 1 年～ 3 年未満

















9 － 1．ト音記号の楽譜で固定ド読譜の可否。4 件法で評定：①ほとんど読めない
②あまり読めない　③やや読める　④よく読める














15．24 個の音符，休符，音楽にかかわる記号について読譜の可否。それぞれ 4 件法で評定：
①わからない　②あまりわからない　③まあまあわかる　④よくわかる
& ? \









小学校が 34 名，その他が 6 名だった。約半数が小学校教員を希望し，約半数が保育者を希望して
いる状況である。
②入学前のピアノ経験の有無：「ある」が 37 名の 53.6％，「ない」が 32 名の 46.4％であった（図 1）。
入学前にピアノを習った経験について，小学校教員希望者，保育者希望者別にχ2 検定を行った




また，ピアノ経験の「ある」学生のピアノ習熟度は表 1 に，習った期間を表 2 に示す。






作」「音楽史」「その他」の 7 種類を挙げた。音楽授業内容順に 3 位まで選択したものを個人毎に数
量化し，平均値・標準偏差値を出した。表 3 に示す。その結果，1 位「歌・合唱」2 位「楽器演奏」
3 位「鑑賞」までが多く，あとは「音楽史」，「音楽理論（楽典）」がわずかな数値で続いている。
表 3　音楽授業内容毎の回答人数・合計（％）・平均値・標準偏差値
歌・合唱 楽器演奏 鑑賞 音楽理論（楽典） 創作 音楽史 その他
1位 60 6 2 1 0 0 0
2位 8 38 13 2 0 7 0
3位 1 9 35 7 1 14 0
合計 69 53 50 10 1 21 0
％ 100.0 76.8 72.5 14.5 1.5 30.4 0.0
平均値 2.86 1.49 0.97 0.20 0.01 0.41 0.00
（SD） （0.39） （0.95） （0.77） （0.56） （0.12） （0.67） （0.00）




楽Ⅰ」で扱う教材について，楽譜が読めるかどうかの自己認識度を 4 件法で評定させた結果，図 2
の通りであった。「ほとんど読めない」が 13 名（18.8％），「あまり読めない」が 16 名（23.2％），「や










人数 19 10 3 4 36







人数 5 12 3 5 11 36
























人数 7 17 27 18 69 2.81
％ 10.1 24.6 39.1 26.1 100.0 （0.94）
b「ト音記号の楽譜が固定ドで
読めるか」
人数 5 12 25 27 69 3.07
％ 7.2 17.4 36.2 39.1 100.0 （0.93）
c「ト音記号の楽譜が移動ドで
読めるか」
人数 33 11 13 12 69 2.06
％ 47.8 15.9 18.8 17.4 100.0 （1.17）
d「ヘ音記号の楽譜が固定ドで
読めるか」
人数 16 14 15 23 68 2.66
％ 23.5 20.6 22.1 33.8 100.0 （1.18）
e「リズムの楽譜が読めるか」
人数 20 23 14 12 69 2.26
％ 29.0 33.3 20.3 17.4 100.0 （1.07）
f「拍子の楽譜が読めるか」
人数 25 16 15 13 69 2.23







識する学生が多い（χ2 ＝ 5.83，df ＝ 1，p ＜ .05）。
b「ト音記号の楽譜が固定ドで読めるかどうか」については，小学校教員希望者（χ2＝ 5.77，df ＝ 1，

















音楽授業 部活 習い事 友達から 独学
人数 35 28 10 4 33 6 6





その結果，「楽譜が読めるかの自己認識度」についての重決定係数は（R 2 ＝ .36，p ＜ .01）有意
であった。説明変数からの標準回帰係数を確認すると，「習い事（β＝ .57，p ＜ .01）」と「部活
（β＝ .23，p ＜ .05）」で正の影響が示された。




まず，クラスター分析の結果，クラスター①（　　　　・　　　　・#・f・p・Î・&・? の 8 種類），
クラスター②（  q .・h .・e.・x・ îq . îq の 5 種類），クラスター③（  \24・ \34・ \44・ \68 の 4 種類），クラスター
④（  b・ n・e・h・q・w・e の 7 種類）という 4 つのクラスターを得た。
& ? \
24 \34 \44 \68 ä Î q e h x q . e. îq . îq h . w f p # b n 　　　  　　　
66
続いて一元配置分散分析の結果，これらのクラスター間の値に有意差が見られた（F（3,270）
＝ 13.56，p ＜ .01）。
どのクラスター間に差があるかを多重比較でみた結果，クラスター①（X̅ ＝ 3.64，SD ＝ 0.58）は
他のクラスターより有意に値が高かった。また，クラスター②（X̅ ＝ 2.70，SD ＝ 1.03）はクラスター
①とクラスター④より値が低かった。クラスター③（X̅ ＝ 2.93，SD ＝ 1.07）はクラスター①より値
が低く，クラスター④（X̅ ＝ 3.21，SD ＝ 0.89）はクラスター①より低いがクラスター②よりは高かった。
つまり，クラスター①（　　　　・　　　　・#・ f・p・ Î・&・?  ）は，他の音符，休符，記号
よりも意味がよく理解されている。クラスター④（  b・ n・e・ h・ q・w・e  ）は，クラスター①




























取り扱うこと。」とあり，小学校では，イとして 36 個，中学校ではさらに 27 個を付け加えている。
このような状況の中で，質問紙では小学校・中学校において多く学んだと認識している音楽授業
の内容を尋ねると，圧倒的に「歌唱・合唱」で，続いて「楽器演奏」であり，「音楽理論（楽典）」









　　　　・#・f・p・Î・&・?  ）や（  b・ n・e・h・q・w・e  ）であり，理解していないグループが
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